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本節では、JRA-3Qの特徴である台風の高い再現性について述べる。JRA-3Qは台
風の中心気圧や構造の再現性を向上させるため、全球モデル（GSM）等の現業数値予
報システムでも利用している台風ボーガスを利用している。台風ボーガスとは、アジア
太平洋気象防災センターで解析された台風情報（中心位置、中心気圧、強風半径など
）から理論的な台風構造を推定し、その台風構造に基づいて作成した擬似観測データ
である。現業数値予報システムの台風ボーガスは、北西太平洋域（北緯0-60°、東経
100-180°）のみで用いられているが、JRA-3Qでは米国大気海洋庁（NOAA）が公開し
ている世界の熱帯低気圧のベストトラックデータ（IBTrACS：International Best Track 
Archive for Climate Stewardship)を用いて、ハリケーンやサイクロンなどにも台風ボー
ガスを利用している。
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熱帯低気圧の地域特別気象中枢(RSMC)ごとに、統計検証を行った結果を示す。ベ
ストトラックの中心位置から500km以内を探索し、以下の①②の条件を満たす点を熱帯
低気圧の中心として検出して比較した。検証期間は1947年～1954年である。

①海面気圧が周囲500km以内で最低

②環境場の海面気圧よりも2hPa以上低い
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JRA-3Qは米国（20CRv3）や欧州（CERA-20C）の再解析と比較して、台風中心の位
置誤差が最も小さくなっている。この理由としては、20CRv3, CERA-20Cではベストトラ
ックによる気圧を同化しているのに対し、JRA-3Qでは熱帯低気圧ボーガスとして気圧
の他に風も同化利用していることが考えられる。
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図は、1947年～1954年を対象とした最大風速と中心気圧の関係の比較を示している

。最大風速と中心気圧の比例関係は、米国（20CRv3）や欧州（CERA-20C）の再解析で
も再現されているが、中心気圧が低いほど最大風速が過小となる傾向が見られる。一
方、JRA-3Qは最大風速と中心気圧の関係を適切に表現していることが分かる。
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